
船舶インシデント調査報告書 

令和２年５月２７日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

インシデント種類 運航不能（電源供給不能） 

発生日時 令和元年８月２２日 ０１時１０分ごろ 

発生場所 福岡県福岡市玄界
げんかい

島北方沖 

 玄界島灯台から真方位００４°５.５海里付近 

 （概位 北緯３３°４７.０′ 東経１３０°１４.５′） 

インシデントの概要  プレジャーボートYUKI
ユ キ

１は、帰航する際、機関が始動できなくな

り、運航不能となった。 

インシデント調査の経過 令和元年８月２８日、主管調査官（門司事務所）を指名 

原因関係者から意見聴取実施済 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

プレジャーボート YUKI１、１.４５トン 

 ２５０－３０５３３福岡、個人所有 

 乗組員等に関する情報 船長、二級小型・特殊・特定 

 負傷者 なし 

 損傷 なし 

 気象・海象 気象：天気 晴れ、風向 南東、風力 ２、視界 良好 

海象：海上 平穏 

 インシデントの経過等  本船は、船長が１人で乗り組み、帰航する際、セルモータを回した

ものの機関が始動できず、運航不能となり、船長が救助を要請し、来

援した水難救済会の所属船舶にえい
．．

航された。 

 本船は、本インシデント後、電気系統の点検を行った結果、バッテ

リのメインスイッチが破損していたことが判明した。 

分析  本船は、機関を始動する際、バッテリのメインスイッチが破損して

いたことから、セルモータに電力が供給されず、機関が始動できなく

なり、運航不能となったものと考えられるが、船長から情報が得られ

なかったことから、メインスイッチが破損した状況を明らかにすること

はできなかった。 

原因  本インシデントは、夜間、本船が、機関を始動する際、バッテリの

メインスイッチが破損していたため、セルモータに電力が供給され

ず、機関が始動できなくなったことにより発生したものと考えられ

る。 

再発防止策  今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

 ・バッテリのメインスイッチの不具合に備え、メインスイッチを経

由せずに電力を供給させる方法を把握しておくこと。 

 


